
研究報告 

在留ペルー人母親の子どもの医療機関受診行動と困難 

鈴木茉莉 1 服部淳子 2 柴 邦代 3

1 あいち小児保健医療総合センター 

2愛知県立大学 

3日本福祉大学 

要旨 

目的 

在留ペルー人の母親が子どもの病気に気がついてから受診に至るまでの行動、医療機関受診時の困難および対

処を明らかにし、支援を検討する。 

方法 

A県内に在住しているペルー人の母親 4名にスペイン語あるいは日本語で半構造化面接を実施し、質的記述的

に分析を行った。 

結果 

在留ペルー人の母親の子どもの医療機関受診に至るまでの行動は、【受診しないで済むような健康に留意した

生活】、【受診するか否かの判断】、【受診場所の選択】にまとめられた。医療機関受診時の困難は、【言語の違い】、

【医療体制・文化的背景の違い】、【サポート不足】【仕事を休めない状況】があり、その対処として、自分の日本

語能力を向上させる、ペルー式の育児習慣を継続する、社会的サポートを活用する、仕事以外の時間に受診する

等の対処行動をとっていた。 

結論 

在留ペルー人の母親は、日頃から予防行動をとっており、子どもの体調不良に自ら対処できない場合に医療機

関を受診させていた。言語的な困難が大きいため、医療通訳システムの整備は急務である。さらに、日本社会の

中で孤立しやすい在留ペルー人の母親が日本の医療機関受診やサポートに関する情報を得やすくするためのシス

テムも必要である。加えて、在留ペルー人母子の医療機関受診の裏には、受診に至るまでの対処や思いがあるこ

とを看護師や医療従事者は意識する必要がある。 
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